<論文> 付着物質の分析による製塩土器の再検討 : 関東地方の縄文時代における事例 by 田邊 えり & Eri TANABE
















































































































遺跡名 所在地 立地 特記事項 掲載文献
1 広畑貝塚 茨城県稲敷市 低地 生産遺跡 近藤 1962など
2 法堂遺跡 茨城県稲敷郡美浦村 低地 生産遺跡 戸沢・半田 1966など
3 上境旭台貝塚 茨城県つくば市 台地 完形製塩土器出土 江原 2012，2014
4 上高津貝塚 茨城県土浦市 台地 完形製塩土器出土 塩谷編 2000など
5 築地遺跡 茨城県常総市大輪町 台地 江原ほか 2018


































































　本分析で対象としたのは，全て茨城県内の遺跡で，次の 5遺跡である（第 1図，第 1表）。まず，
製塩土器多量出土遺跡から稲敷市広畑貝塚（第 1図 1），稲敷郡美浦村法堂遺跡（第 1図 2）の
2遺跡を抽出した。次に，製塩土器多量出土遺跡には及ばないが，製塩土器の出土量が多く完
形品が出土するなど，製塩との関わりが深いと考えられる桜川流域の遺跡から，つくば市上境






0 5cm 0 5cm
No.
付着状況
種別 部位 特記事項 時期 注記
外 内 断面
1 ○ ○ △ 後晩期粗製土器 胴部 条線文系 後期後葉 KKE F10-Z(24) 大炉 910723
2 × ○ ○ 安行粗製土器 口縁部 帯縄文 後期後葉 KKE F10-Z(24) 大炉 910726
3 × ○ △ 安行粗製土器 口縁部 帯縄文 後期後葉 KKE F10-Z(24) 大炉 910726
4 × ○ △ 無文粗製土器 胴部 注記による破壊 中後期？ KKE F10-Z(24) 大炉 910726
5 ○ × × 無文粗製土器 胴部 後晩期 KKE F10-Z(24) 大炉 910723
6 × ○ △ 無文粗製土器 胴部 後晩期 KKE F10-Z(24) 大炉 910726
7 △ × × 加曽利 B 粗製土器 胴部 沈線につまるように付着 後期後葉 KKE F10-Z(24) 大炉 910726
8 △ ○ △ 製塩土器？ 胴部 後晩期 KKE F10-Z 表土 910715
9 × △ △ 製塩土器？ 胴部 後晩期 KKE F10-Z(24) 大炉 910727
10 ○ × × 加曽利 B 粗製土器 胴部 土器自体の白色化 後期後葉 KKE F10-Z(24) 大炉 910726
11 × ○ × 無文粗製土器 胴部 後期？ KKE F10-Z(24) 大炉内面
12 × ○ ○ 無文粗製土器 胴部 中後期？ 第 31 図 4 （塩谷編 2000）
13 ○ × ○ 無文粗製土器 胴部 約 6mm の特徴的な付着 中後期？ KKE 大炉 910830
14 ○ × △ 無文粗製土器 胴部 中後期？ KKE F10-Z(24) 大炉 910726
15 △ × × 製塩土器？ 胴部 後晩期 ×
16 × ○ △ 製塩土器？ 胴部 後晩期 ×
17 △ × × 中〜後期粗製土器 胴部 縄文のみ 中後期 KKE F10-Z(24) 大炉内面 pit 910727
18 △ × △ 安行粗製土器 口縁部直下 帯縄文 後期後葉 KKE F10-Z(24) 大炉 910726
19 △ ○ △ 中〜後期粗製土器 口縁部 口唇部に集中 中後期 KKE F10-Z 大炉覆土 910719
20 ○ × × 製塩土器？ 胴部 縄文のみ 後晩期 KKE F10-Z(24) 大炉内面 pit 910722
21 × △ △ 無文粗製土器 胴部 後期？ KKE F10-Z(24) 大炉 910726
22 △ × × 製塩土器？ 口縁部 後晩期 KKE 10F-Z(24) 大炉 910726
23 ○ × △ 無文粗製土器 胴部 後晩期 KKE F10-Z(24) 大炉 910723
24 ○ × × 土製腕輪 底面に特にべったりと付着 後期？ KKE F10-Z(24) 大炉内面 pit 910727
25 × ○ △ 無文粗製土器 胴部 晩期 第 31 図 3 （塩谷編 2000)
26 × △ ○ 無文粗製土器 胴部 後晩期 第 31 図 5 ( 塩谷編 2000) 
27 × ○ ○ 後晩期粗製土器 胴部 条線文系 後晩期 第 31 図 6 ( 塩谷編 2000) 























































種別 部位 特記事項 時期 注記
外 内 断面
1 ○ ○ 後期粗製浅鉢 完形 晩期前葉 ×
2 ○ ○ ○ くぼみ石 半完 全体が白色物質で覆われている 晩期前葉 ×
3 ○ × 敲き石 完形 砂質岩の扁平礫 後期後葉〜晩期前葉 第 25 図 5 ( 金子 1976)　
4 ○ ○ × 礫器 一部欠損 晩期前葉 第 25 図 7 ( 金子 1976) 
5 ○ ○ ○ スクレイパー 完形 頁岩 晩期前葉 第 25 図 1 ( 金子 1976) 広畑 A-3-4a
6 ○ ○ ○ 石棒 基部 粘板岩 晩期前葉 第 26 図 10 ( 金子 1976) 
7 ○ △ × 石棒 頭部 粘板岩 後期後葉 第 26 図 9 ( 金子 1976) 






































































































































































第 12図　広畑貝塚 Aトレンチ土層断面図（S=1：50，金子 1979を再トレースして一部加筆修正）
第 4表　広畑貝塚 Aトレンチの土層注記（金子 1979をもとに作成）
第 5表　層位ごとの土器片への付着割合
第 1層 表土，撹乱層を含むが 1～ 2区では大洞 C1式などを含む褐色土層が堆積する。
第 2層 砂質茶褐色土層，細かくは 3層に分けられるが同一層として取り扱う。姥山Ⅱ式を主体とする。
第 3層 暗褐色土層，江戸時代の墓坑によって撹乱され，トレンチ断面にはあらわれない
第 4a層 混土貝層，ハマグリ・アカニシを主体に破砕貝層を含む 2区～ 4区に堆積。安行 3a式に姥山Ⅱ式の一部を混じる。
第 4b層 混土貝層，ハマグリ・アカニシを主体とし部分的に灰を混じる。安行 3a式を主とする
第 5a層 ハマグリの純貝層に近く 3区～ 4区に堆積する。安行 3a式を主とする。
第 5b層 混土貝層，ハマグリ・シオフキ・アカニシなどを主体とし部分的に灰を含む。下層の第 6層とはアカニシの層をもってわけた。安行 2式を主体とし少数ある 3a式は後世の要因による混在と考えられる。
第 6a層 純貝層，シオフキ・ハマグリ・赤貝・アカニシなどからなる。貝の構成は次の第 6b層と同じだがアカニシの層によってわけた。5区～ 6区に堆積し，5区では第 10層に直接のっているため両層の遺物が一部混在している可能性がある。安行 2式を主体とする。
第 6b層 純貝層，第 6a層に同じ。
第 7層 混土貝層，貝はハマグリが主でアカニシ・シオフキなどが加わり部分的に炭化物を含む
第 8a層 混土貝層，含まれる土の量によって細かくは 3つに分けられるがここでは 1層として扱った。安行 2式はこの層から上層にかけて出土する。
第 8e層 純貝層，アカニシ・ハマグリ・オオノガイなどを主体とする 6区～ 7区にかけて堆積し安行 1式を主とする
第 9層 破砕貝層，7区の片隅に堆積しているがほとんど遺物はない。
第 10層 破砕貝層，4区～ 6区の一部にかけて堆積するが層の状態は良いとは言えない。安行 1式のみ出土。
第 11層 砂層，基礎をなしていたと考えられる層であるが出水が激しく部分的に掘り下げ確認するにとどめた。
層位 総重量（kg） 付着重量（kg）付着割合（%）
表土 5.9 1.41 23.9
第 1層 6.2 1.44 23.2
第 2・3層 6.9 2.92 42.3
第 4層 5.3 0.80 15.1
第 5層 9.2 1.13 12.3
第 6層 9.9 0.25 2.5
第 7・8層 7.8 2.35 30.1















算出方法を選択した。土層断面図は第 12図に，土層注記は第 4表に掲載した 5）（金子 1979：
22-23頁）。時期は，第 5b層が後期後葉から晩期前葉を主体とする層であり，それ以上の層が
晩期前葉，第 6層以下は後期後葉を主体とする層であると考えられる。
　分析結果は第 5表に示した。付着資料の重量比が最も高かったのは，第 2・3層の 42.3％であっ
































　　蛍光 X線管 多陰極 Agターゲット
　　検出器 SDD（Silicon Drift Detector）
　　X線管電圧 50kV






















































































































































































































































































































































阿部芳郎 1996　「食物加工技術と縄文土器」『季刊考古学』第 55号 21-26頁 .
———— 1998　「「当盤押圧」の起源と系譜—縄文時代後・晩期の「製塩土器」にみられる器体の薄手化








研究』第 63巻第 1号 22-42頁 .
阿部芳郎 ・河西　学・黒住耐二・吉田邦夫　2013　「縄文時代における製塩行為の復元—茨城県広畑貝塚採
集の白色結核体の生成過程と土器製塩—」『駿台史学』第 149号 137-159頁 .
阿部芳郎 ・樋泉岳二　2015　「縄文時代晩期における土器製塩技術の研究—茨城県法堂遺跡における製塩行
為の復元—」『駿台史学』第 155号 53-79頁 .
阿部芳郎 ・須賀博子・亀井　翼　2018　「霞ヶ浦沿岸における製塩土器出現期の再検討—神立平 SI01住居
出土土器の分析と類例の比較—」『駿台史学』第 163号 53-80頁 .
荒蒔克一 郎　2013　『茨城県教育財団文化財調査報告第 368集　上境旭台貝塚 3　中根・金田台特定土地区
画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書ⅩⅧ』公益財団法人茨城県教育財団 .
江原美奈 子　2012　『茨城県教育財団文化財調査報告第 364集　上境旭台貝塚 2　中根・金田台特定土地区
画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書ⅩⅤ』財団法人茨城県教育財団 .







岡本明朗　1967　「藻塩から浜利用へ」日本塩業研究会編『日本塩業の研究』第 10集 5-14頁 .












関　俊彦・鈴木正博・鈴木加津子　1983　「大森貝塚出土の安行式土器（三）」『史誌』第 19号 14-61頁 .
高橋　満 　2007　「土器製塩と供給—関東地方の 2遺跡を中心に—」小杉　康ほか編『縄文時代の考古学 6 
ものづくり—道具製作の技術と組織—』同成社 274-286頁 .
























Analysis of adhered material on Jomon salt making pottery in the Kanto area
     During the Jomon era, salt-making pottery exhibits features that suggest people put them over the 
fire for a long time and used them extensively. In addition, large-scale production sites were located 
near the sea. For these reasons, it is expected that people made salt by boiling seawater in salt-making 
pottery. However, in research of salt-making pottery from the Jomon period, it has been difficult to find 
good methods to study this activity. This is because salt-making pottery has few remarkable features in 
terms of form and design variations, and NaCl melts in water easily. Moreover, data on the context of 
excavations in large-scale production sites, which is the basis of most research on salt-making pottery.
     Therefore, it is necessary to analyze salt-making pottery from various perspectives. As such this paper 
focuses on the material adhered to salt-making potteries. This is a new point of view. 
     First, the results suggest that the materials adhered to pottery are present only in large-scale 
production sites. In addition to salt-making pottery other potteries and stone tools have material adhered 
to them. In addition, the rate of attaching to salt-making pottery is not high. This evidence suggests that 
the material attached to salt-making pottery has no relationship with salt making directly. Second, X-ray 
analysis showed that attached material is Calcite. There is some evidence that people made Calcite, for 
example, to be used in fireplace support. Perhaps the way of using resources varied and the technique of 
building architecture improved.
     Consequently, the analysis indicates that people made various things by using salt-making pottery, 
and acted differently in large-scale production sites. This paper suggests that it is important to analyze 
artifacts from various perspectives without focusing only on salt-making. This is an important emphasis 
given the complexities of the later Jomon period.
